











































力が高いほど模擬授業実践力は高い傾向にあるが そのことと学習指導案作成力との間にも強 関係性はないのだとも述べられている。学習指導案の作成は授業前計画の中で大きな比重を占め、授業目標と緻密 教材分析に基づく指導方法や指導形態の選択の上に授業自体が成り立つと考えら 右記のようなことを踏まえた場合、どのような学習指導案を作成するが授業実践力を高め ことに繋がる だろうか。また、そ ために必要な要因とはいかなるものなのだろうか。　
本稿では、以上のような点に鑑み、教育活動の体験の中でも












して実地に理解する機会であると同時に、教科専門と教職専門で修得した成果だけでは解決できない教育上の課題を新たに見出し、自身に立ち返って省察を深め ための契機となる期間でもある。大学生が教育的諸能力を身につけるための活動はどうあるべきか また、専門的な知見と実践的な技能は、どのような知識と経験を蓄積すればさらに高められるのかといった問いには、以前から様々な提言がなされ きた。　
例えば、小山（
1988 ）は、臨床的な経験を十二分に持ち合わ
せていない実習生が充実した授業を展開するた には、 「教壇に立つ前に周到な学習指導案が作成されてい こと」が重要だと指摘した上で、 「 『指導目標』が確かであり、 『学習活動』が順序良く配列されており、 『 上の留意点』がきめ細かく配慮されていなければ ら い」 述べている
＊５
。また、実習
における指導案はなぜ必要 のかを説いた教育実習を考え 会（1994 ）は、①実習生が実地授業展開の具体的なイメージをも
てること、②指導教員による実習生の指導を容易にすること、③実地授業の反省が容易 なり、次の展望が開け こと等を学習指導案の作成上の利点 して挙げている
＊６
。授業実施過程

















































































した上で、本時の目標を位置付ける力」や「子どものつぶやきを拾う力」 また、 「子どものやる気を引き出し、学習へ動機づける力」や「予期しない応答へ柔軟に対処する力」な は実習
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は、説明という行為を通して自分自身 中 内容理解のための再吟味が行なわれることに加え、他者理解を容易に ための精緻で矛盾のない説明という観点からモニターされることがあるからだろう。しかし、その一方で、本来であれば他者からの意見があることは異 る観点から自己の指導案を再検討すとに繋がる可能性があるにもかかわらず、それが指導案 内容向上に必ずしも反映されないのは、他者の異なる見方が効力を発揮しないからではなく、教育実習性の場合 自己説明の段階が限界で、それ以上の他者の意見 取り込み吟味するだけのゆ
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とりがないからではないだろうか。実際、 木村（


























践演習」が開講されているが、そこで学生の評価が最も高かったものは、 「模擬授業を通じた臨床的場面での教師 対応」 と 「討論における教育の課題解決」だった。本学における当該科目の履修は、主として初等教育実習や 等教育実習を終了したのちに行なわれるが、複数 実習経験を経てもなお、経験の不足から来る模擬授業の不安と対応の難しさ、また、討論で他者に説明することの困難さを挙げる学生の数は依然として多く、これらの要因は、 力量として十二分には形成されていないがゆえに、本学学生の場合、演習を通じて、それら 集中的 験 高く評価される傾向があ 。　
伊藤、秋田・齋藤らの研究やこうした事例から導かれる課題





生の教師効力感には「学級管理・運営効力感」 「教授・指導効力感」 「子ども理解・関係形成効力感」という３つの異なる下位側面があり、これらのうち「学級管理・運営効力感」と「子ども理解・関係形成効力感」の２領域は教育実習を経ることで効力感に有意な高まりがみ れるという
＊
　19。しかし、その一
















方で、小・中学校における教育実習指導の効果を実習生 意識変容と絡め 考察 た林ら（
2011 ）の研究によれば、授業の適





においても顕著であり、上越教育大学の場合も、主 小学校教諭を目指す学生は教科の専門的力量を培うことに比べ、児童把握や学級経営に重き 置く意識が見られる。おそらくこうした背景には、複数教科を担当する学級担任制 中心とした小学校と、単一教科担当の教科担任制を敷く中・高等学校との制度の違いが大きな要因として存在するの ろう 、こ よ な課題を中心に検討を行なった研究はまだ十分ではない
＊
　22。こ
れまでの実践的研究や事例検証的な研究の多く 初等 に焦点を当てたものが多いが、 専門 力量をどう形成し高次の教科内容の理解へと結実させるか また、 日本文学や日本語学 ・
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